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株式会社産機 
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ピエゾフィーダ コントローラ 

取扱説明書 【補足説明】 

 

 

本コントローラは、各設定を行った後に必ず「SAVE」操作を行って下さい。 

「SAVE」操作を行っていない場合、電源の再投入時に最後に SAVEした設定値を 

読み込む為、電源遮断前に使用されていた設定値になりません。 

 

また電圧％及び周波数を設定した際は、運転中に「SAVE」操作を行いますが、

データ表示部に「SAVE」表示が点滅表示中は、次の操作を行わないで下さい。 

 

1)外部信号やオーバーフローセンサにより出力を停止状態にする 

2)外部信号によりパターンを切り替える 

3)キー操作を行う 

 

データ表示部に「SAVE」表示が点滅表示中は SAVEを実行中であるため、上記の

操作を行うと SAVE 操作が強制的に中断され、設定値が正常に SAVE されないこ

とがあります。 

もし正常に SAVE されていなかった場合、電源再投入時に E-11 エラーとなり、

リセット後に電圧％及び周波数等の再設定が必要になります。 

過って上記 1)～3)の操作を行ってしまった場合は、もう一度 SAVE操作を行って

下さい。 

 

 

・パラメータデータ SAVE操作説明箇所 

取扱説明書 単機能タイプ P212/P312の１０,１２ページ 

取扱説明書 高機能タイプ P212-F/P312-Fの１３ページ、 

・周波数、電圧％、（振動量）データ SAVE操作説明箇所 

取扱説明書 単機能タイプ P212/P312の１０,１２ページ 

取扱説明書 高機能タイプ P212-F/P312-Fの１６,１７ページ、 

 

 

本補足説明は下記のバージョンに適用します。 

取扱説明書 高機能タイプ（2015年 2月発行） 

取扱説明書 単機能タイプ（2015年 2月発行） 

 




